
 

 

田中 一樹（たなか かずき） 

 

 

 

☆就業している分野 

NPO職員 

 本で人をつなげるまちづくりコーディネーター 

☆信州おもてなしマイスターとして自分が目指しているおもてなし 

私は本で人をつなぎ本屋からまちづくりを考える活動を行っています。この活動と NPO職

員としての仕事に共通して言えることは、「ヒト」が主人公ということです。そしてつなげる

ための「モノ（ツール）」として本という手段（キャリア）があります。 

 このコロナ禍において様々な活動が自粛に追い込まれ、ひと同士の繋がりが希薄になりつつ

あります。それにより地域をよくするために動いていた社会貢献につながる市民活動も難し

く、長野市内でも活動の資金難により逆境に立たされている団体も多いのが現状です。しかし

塾長を通じ未来塾で学んだこと、また卒塾生であるマイスターから学んだことは、自分がやり

たい地域が盛り上げたいという思いは止めてはいけない。自分自身が動き、周りを勇気づける

ことの大切さです。 

私の目指す「寄付の本屋」は、寄付で本を仕入れ、仕入れた本を寄付金という形で販売（交

換）し、集まった寄付金を地域の活動団体支援に充てる仕組みの本屋です。 

ここにあるキーワードが「循環」です。 

 

 ■ツールの再活用をすることへのモノの循環 

 ■地域の活動団体へ寄付することへのカネの循環 

 ■やりたい思いを行動に移し伝え、または協働することでヒトとヒトとの循環 

 ■そしてみんなが喜べる世界、笑顔の循環 

 

自分のやりたいことで周りを笑顔にする。私はこの「循環」をテーマに、周りを幸せにする

おもてなしのマイスターとして取り組んで参ります。 

☆実施したおもてなしの事例 

未来塾生とそつはな実行委員会への参加 

屋代駅前イベント「楽市楽座」でのシャッターマン（撮影係） 

 フリーペーパー（子育て情報誌・地域タブロイド紙など）への無償寄稿 

☆講習会、研修会等の講師実績 

千曲市地域講座「本×まちづくり コミュニティにおける本屋の未来」ほか 

千曲市ワーケーション講師 

SDGsカードゲームファシリテーター 

 


